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はしカミき

この図幅は、昭和J45年から昭和47年にかけて行った野外調査の結果を主体にして、

とりまとめたものである。

この図幅地域は、南部日高山脈の脊稜をふくむところで、とくに奥深い険阻な山岳

地帯であり、資源的にもこれまで注目されるものがなかったので、日高中軸帯のなか

では、未調査のまま残されていた地域で、ある。しかし、この地域は、日高帯の変成深

成帯の中部と南部との境界にあたり、とくに、日高変成帯にはめずらしく、中核部に

花尚岩体の貫入がみられるところでもある。また、この地域は、東側に広がる日高果

層群の地質構造が大きく変化する地域である。新第三系・第四系もまた見すごすこと

のできない、地質学的に重要な多くの問題をふくんでいる。

図幅作成にあたっては、秋葉が第四系を、宮坂が東側の新第三系を、紺谷が中央の

大部分をしめる日高累層群を、木崎が西側の変成岩・深成岩類を分担した。各自は以

前から行っていた調査の知識をも含めて、それぞれとりまとめ、秋葉がそれらを総括

した。

この図幅地域の野外調査には、地理的悪条件のため、かなりの困難があったが、多

くの方々の協力によって完成することができた。 とくに、中軸部の調査には佐藤介

{言、古田克人両氏の協力によるところが多い。また、日高黒層群・新第三系について

は、松井愈氏の助言をうけた。第四系のまとめには、十勝団体研究会の知見が駆使さ

れており、十勝団体研究会の諸氏からは多くの討論がえられた。

以上の諸氏による援助と協力に、感謝の意、を表する。



I 位置および交通

この図幅は、北緯42°20'~42°30ぺ東経143°0' ~143°15'の範囲にある。 日高山脈

の脊稜i工図幅の南西端Jこ位置し、図幅の大部分は日高山脈の山麓部の地域である。行

政区画のうえでは、日高山脈を境として、その東側の地域のうち、中ノ川、ヌピナイ

川、紋別川流域が大樹町に、豊似JI[、野塚川流域が広尾町に、日高山脈の西側が浦河

町に、それぞれ属している。

この図幅内の人家は、おもな川すじの平坦地に分布する農耕地に散点し、振別・館

山・紋別などの村落がある。高台に存在した光地園部落は、現在(昭和47年) 3 戸に

とどまるなど、各地に離農者が多く、現在では村落を形成していないところもある。

なお、光地園部落は帯広営林局の直轄肉用牛生産育成実験牧場になっている。

これらの村落に達するには、 この図幅からはずれて東に位置する国道 236 号線か

ら、各主要河川にそって、 トラック道路があるのみで、パスの便などはなし、。また、

河川の中流の離農地では、橋の荒廃などで、車が通れない場合がある反面、造材のた

めに新しい道路がつくられているところもある。

なお、豊似川本流ぞいに、日高側メナシュンベツ川に出る大樹一浦河線(国道)の

建設がおこなわれている。

E 地形

1I.1 地形一般

この図幅には、変成岩類や火成岩類から構成される南部日高山脈の脊稜部が含まれ

ており、 トヨニ岳 (1 ， 520 m) などの標高 1 ， 200 mをこす峻険な山稜が形成されてい

る。脊稜部から東西に派生する支脈は、日高累層群からなる山地地帯であって、標高

800m以上の急峻な山稜が多い。しかし、東にむかつて次第に高度をさげ、図 II届の東

半分は、標高 700 mていどになる。東端部は標高 300 m以下の、新第三系からなる丘

陵地帯である。

河川の流域には、洪積世の河岸段丘が発達する。沖積面の発達は悪く、下刻のはげ

しい峡谷をなし、脊稜の隆起と河川の浸食のいちじるしさを物語っている c このほか

標高 400 mには光地園部落の存在した平坦面が広がっている。この光地園台地(根本
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4まか、 1933) については、次の項において詳述する。

トヨニ岳東面には、小さく、しかも崩れかかった圏谷(カーノレ〉がある。これは日

高山脈最南端のカールとして、知られている。

IT• 2 平坦面区分

この図幅の東半分には、いわゆる十勝平野の平坦面が広く分布する。多くは洪積段

丘面であって、沖積面はすくない。これらの地形面は、十勝団体研究会 (1968) によ

って、 10の地形面に区分されている。

この図幅では 8 つの平坦面が区分される。十勝平野南部の標準面区分に対比させる

と、それらの地形面は、光地園面・幕別扇状地に相当する段丘面・上更別面 I ・拓北

面・忠類面・尾田面・石坂面・沖積面と呼ぶことができる。このうち、光地園面・忠

類面は扇状地面であって.他は河川の両岸に発達する河岸段丘である(第 1 図、附図〉。

これらの面は、その面を形成する主要な堆積物である砂陳層、およびその表面を蔽

う各種の火山灰層・ローム層などによって、区分し、対比されている。そのうち主要

なものは、上位から、樽前降下軽石堆積物 b (Ta-b) ・ソフトローム・ボール状ロ

ーム・恵庭 a 降下軽石堆積物 (E--a) ・支努降下軽石堆積物 1 、 2 (Spfa-1 、

-2) ・オレンジ色降下軽石堆積物 1 、 2 、 3 (Op-1 、 -2 、 -3) などである。 これ

らのテフラによる面区分は、すでに報告されており (松井ほか、 1973、 1974) 、 この

図幅ではとくに、 Spfa-1 、 Op-1 、 Op-2 、 Op-3 が有力な鍵層である。

IT• 2 ・ 1 光地園面

以前、光地園部落であり、現在帯広営林局肉用牛育成実験牧場がある高台は、標高

300'-"'"400mのかなり平坦な地形面である。しかし、谷は深く入りこみ、やせ尾根あ

るいはほそ長い平坦面を残すなど、浸食のいちじるしい平坦面である。

この面は、十勝平野南部にみられる明瞭な平坦面では最高位の地形面であって、緩

く数度の傾斜で、東北方向に傾いている。この面は、光地国台地と呼ばれ(根本ほか

1933) 、航空写真または遠望することによって、さらに 3 つの面に区分できるが、こ

の図幅では一括した。

この面を形成する堆積物は、光地園礁層と呼ばれ(十勝団体研究会、 1968) 、扇状

地堆積物と考えられている。この上位に白粘土層がのり、また、高位の段丘特有の赤

色土が存在する。
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n• 2 ・ 2 、幕別、面

この面は、光地園面より 20..........30m低く、図幅内では、主にヌピナイ川中流に分布す

る河岸段丘面で、この図幅より北方に広く分布する。十勝団体研究会 (1968) によっ

て面区分された幕別扇状地面に対比で、きる高さに、この面は位置している。かつて、

幕別扇状地面は、幕別面と呼ばれたことがあり(十勝団体研究会、 1964) 、この河岸

段丘面を仮に、幕別、面と呼んだ。幕別扇状地付近は、昔幕別村に属していたが、現

在、幕別という地名は別の地域を示している。したがって、この面の標式地が確認さ

れた時、新しい名称がつけられるべきであろう。

この面の多くは、航空写真の判読によって、光地園面と次に述べる上更別面!との

中間にある面として、区分される。現河床との比高は 150 m ぐらいである。

n.2 ・ 3 上更別面 I

この面は、 、幕別、面よりも約 30 m低い河岸段丘であって、 この面もまた、 ヌピ

ナイ川にそってのみ分布する。現河床との比高は 130..........140 mである。

十勝団体研究会 (1968) によって面区分された上更別面は、 さらに三つにわけら

れ、上更別面 I は、そのうちの最高位の地形面にあたる。なお、上更別面 E は朝日面

に、上更別面皿は次に述べる拓北面にあたる。

IT • 2 ・ 4 拓北面

この面と上更別面 I との関係は直接みられないが、この面は、次に述べる忠類面よ

りも 10..........20m高い面として区分される。やや波状を呈するこの面は、分布範囲も限ら

れ、大樹町市街地の南西に分布するほか、紋別川上流でわずかに見出される。

この面は、新第三系の浸食面か、 または段丘礁層による地形面であって、 Op-3

がのっているのが、しばしば観察される。紋別川での現河床との比高は、 30..........35mで

ある。

TI • 2 ・ 5 忠類面

この図幅の東北方ないし東方に広く発達するこの面は、 Spfa- 1 をのせる最下位の

平坦面として特徴づけられる。この面を形成する際層は、忠類喋層と呼ばれる扇状地

堆積物である(十勝団体研究会、 1968) 。

この図幅内での忠類面は、その西端の扇頂部であって、紋別付近に見られるほか、

ヌピナイ川ぞいで、この図幅の北端にわずか分布する。現河床との比高は20m内外で

ある。このほか、この扇状地形成と同時期の河岸段丘が各河川に散点する。
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IT • 2 ・ 6 尾田面

この面は Spfa-1 をのせない面のうちでは.最高位の平坦面であって、主要河川に

そって発達している河岸段丘である。現河床との比高は、 14'"'-'15mであり、 E-a·

f; ール状ローム・ソフトロームをのせていることで、他地域との対比が可能である。

IT • 2 ・ 7 石坂面

この面は、現河床氾らん原より一段高い河岸段丘で、あって、段丘面はほとんど開析

をうけておらず、非常に平坦な地形面である。現河床との比高は 5'"'-'10mで、ある。こ

の面は E- a·ポール状ロームを欠き、 ソフトロームをのせる最低位の洪積段丘であ

る。なお、この面には、ソフトロームを欠き、粘土ないし、ンルトをのせることがあ

る。

IT • 2 ・ 8 現河床氾らん原

ヌピナイ川下流では、沖積面を大樹面・現河床氾らん原に区分できる。この図幅内

では、沖積面の発達がいちじるしく狭心大樹面として区分できるものがない。ここ

では一括して現河床氾らん原とした。どの河川においても、沖積面の発達は忠く、と

くに豊似川上流では、洪積段丘を下刻し、沖積面をつくらない。

E 地質概説

この図幅地域の過半を占めるものは、日高累層群であって、南西部には日高変成帯

が分布し、北東部には新第三系および第四系が分布する。

日高変成帯は、花崩岩類・変成岩類・ミク、、マタイトおよび各種岩脈類からなる。

グマタイトを中心として、片麻岩・片岩・片状ホルンフェルスは周囲をとりまいてい

る。花崩岩類は、これらの中に貫入し、とくにヌピナイ花嵐岩体は、 込火の玉構造、

を示している。

日高果層群は、日高変成帯の東翼にあたる不変成層で、下部の札内川層と上部のヤ

オロマップ川層とにわけられる。この図幅内で層厚は 6 ， 000 m以上、東側では、広尾

断層によって新第三系が接している。本果層群の地質構造は、おおむねNNW の走向

で、急傾斜あるいは逆転し、概観すれば NNWの方向に 1 組の複背斜と複向斜の構造

を示している。ヌピナイ川断層をへだてて、北側では走向がNE にかわり、日高変成

帯東翼の日高累層群が、走向を急激にかえる位置に、この図幅は位置している。

札内川層は、砂岩・粘板岩を主体として、層厚 3 ， 000 m以上、深成岩地域で、ホルン
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プエルス化している。本層は最下部の粘板岩砂岩互層、下部の粗粒砂岩層、中部の砂

岩粘板岩互層、上部の粘板岩層にわけられる。ヤオロマップ川層は、砂岩・泥岩質粘

板岩などからなり、際岩・石灰岩・チャー卜・輝緑凝灰岩・ガラス質凝灰岩を爽在す

る。層厚はヌピナイ川断層の南側で 3/300 m以上であり、北側で 3 ， 000 ~ 3JOOmで

ある。本層は下部の灰緑色粗粒砂岩層、中部の黒色粘板岩層、上部の板状砂岩粘板岩

層にわけられる。

新第三系は、この図幅地域の東側に広く分布しており、大別して下位からヌピナイ

層群・大樹層群に区分される。これらの地層はほぼ NW 方向の走向で、波うちながら

NE に傾斜累積し、全層厚は 3/000 m以上である。 この図幅内では、ヌピナイ層群の

上位を占めるヌピナイ層のさらに上半部のみが分布し、シルト岩~砂岩からなる。大

樹層群中、尾田村層は硬質頁岩、豊似川層は喋岩、大樹層はシルト岩で特徴づけられ

る。

第四系には、各種段丘面を形成する砂礁層のほかに、ビラオトリ層がある。

段丘堆積物層のうち、厚い堆積物は扇状地堆積物であって、光地園面を形成する光

地園喋層と忠類面を形成する忠類喋層である。他は浸食面の形成にともなう段丘砂礁

層にすぎない。なお、忠類喋層はこの図幅内で扇頂部のみわずかに分布している。

十勝平野全域の各種段丘の分布および形状から段丘の形成には、次の事柄が推定さ

れる。光地圏面の形成は、南部日高山脈の隆起にともなう扇状地形成によるものと思

われる。他の段丘面は、各河川の河岸段丘であって、南部の隆起以後、日高山脈の中

部およひ、北部の隆起にともなって河川の流路方向が変わり、したがって各種段丘の分

布も変わったものと思われる。

ピラオトリ層は細礁・砂・シルト・泥炭からなる地層であって、かつて洪積世初期

と推定されていたが、洪積世後期であることが明らかとなった。

N 堆積岩類

Nｷ1 日高累層群

Nｷ 1 ・ 1 札内川層

最下部部層 (S1)

本層はこの図幅地域の最下部層であり、パンケアイアン沢・豊似 )11 ・カムロベツ )11
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上流にわたる NNW-SSE方向の背斜軸と、パンケアイアン沢最上流とに分布する。

本層は粘板岩と砂岩との互層であって、細粒砂岩が卓越し、層厚は 500 m以上であ

る。ホルンフェルス化と徴断層や節理の発達のため、一般には本層の堆積構造が明瞭

でない。しかし、砂質部の発達する部分では級化互層・斜層理が観察される。石灰質

団球が砂質部に発達し、直径 5"'"' lOcmの球形のもの、またはそれが数個連らなったも

のが多L 、。

。

1.0CM

第 2 図札内川層下部部層 (S 2) 、粗粒砂岩層中の粘

板岩のはさみ

下部部層 (S2)

本層は最下部部層 (Sl) と漸移し、おもにヌピナイ川上流のパンケアイアン沢、豊

似川中流の背斜軸部とその東翼とに分布する。各河川の上流部では、ホルンフェルス

化をうけている。本層の好露頭は、ヌピナイ川ぞいの昭徳林道、パンケアイアン沢の

六の沢、豊似川本流の中流部である。

本層は淡灰色塊状の粗粒砂岩を主体とし、厚さ約 50Cill"'"' 数mの粘板岩のはさみをも

っ。層厚は 1 ， 300 m以上である。下部はより粗粒で、紘礁が点在し、上部にし、くにし

たがって、粘板岩のはさみが多くなり、砂岩も細粒化するつ豊似川では、厚さ 40"'"'50

仰の板状砂岩と、厚さ 40"'"' 50em の砂買の級化互層とが互層している。紙喋は粘板岩・

酸性火山岩・珪岩の順に多

い。はさみの粘板岩は 1"'"'

2cm 単位の級化互層からな

る厚さ 40"'"'50 価。ものがー

般的である(第 2 図〉。

本層には、石灰質団球が

最も顧著に発達する。形は

ふつう径 5"'"' lO cm ぐらいの

球状で、まれに長さ数 m、

厚さ 30"'"'40cm のレンズ状の

形態を有するものもある。

岩質が堅硬であるため、し

ばしば貝殻状の断口を呈す

る。なお、団球の部分は選

択浸食をうけ、ポットホー
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ル状のくぼみができてい

る。

中部部層 (8 3 )

本層は下位の下部部層

(8 2 ) と漸移し、ヌピナイ

川・豊似川中流にかけての

背斜の両翼に分布する。

本層は泥質基質の多い黒

色砂岩・灰色板状砂岩・細

粒砂岩~粘板岩の級化互層

および黒色敏密な塊状粘板

岩からなる。層厚は 650 ill

である。一般的には厚さ 40

'"'-'50cm の中~細粒の板状砂

岩と、厚さ 5'"'-' 7em単位の

.・心"・;:~~L・ト;::.:.~・ .

~'"

;・・:よ':~':，:: ~t:'!己診?守jて:γ'::~::.::~.:
・・"・.::・:・':~

-ニニム~ιι二二ーニ二ニム~:・.'・・

黒崎司i .・・二.....~.~ぷ』・・・判.-.'~..ー二.・・ f ム._~-......:.J 20 ,"

10

。

細粒砂岩ないし粘板岩の級

化互層が、数回繰り返した

第 3: 週 札内川層中部部層 (83) 中の板状砂岩中に見

られる粘板岩のはさみ

第 4 図 札内川層中部部層 (83) 中の板状砂岩と石灰質団球(パンケアイアン沢〉
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厚さ約40佃の粘板岩卓越部とが、互層をなす。板状砂岩で連続的な級化を示さないも

のには、粘板岩のパッチが多くみられる(第 3 図〉。本層は上部にし、くにつれて、板

状砂岩層が細粒化し、同時に厚さを減じ15"-'20佃ぐらいになるが、粘板岩卓越部の厚

さはあまり変化しなし、。

砂岩中には石灰質団球が多く、とくに粗粒部に多い。直径 5cm前後のものは球状で

あり、大きいものはレンズ状で、層理面にほぼ平行に配列している(第 4 図〉。

上部部層 (84 )

本層は下位の中部部層 (83 ) と漸移し、ヌピナイJlIから野塚川にかけて、背斜の両

翼を占める。おもにヌピナイ川・パンケアイアン沢・豊似川・野塚川の中流部に分布

し、中ノ川支流の上流部にもわずか分布する。

本層は級化を呈する粘板岩の互層・縞状互層・黒色塊状の粘板岩からなり、級化互

層が大部分をしめる。層厚は 600 mである。粘板岩の色は、光沢をもった暗灰~黒色

であるが、上位のヤオロマップ川層との漸移部付近では、光沢が失われ、暗灰色とな

る。級化互層の部分では単層のうちで、下部のより粗粒の部分に、石灰質団球が多く

みられる(第七 6 図〉。

第 5 図札内川層上部部層 (8 4 )、粘板岩の級化互層
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10ι附

5

。

第 6 図 札内川層上部部層 (S4) の縞状級化互層

Nｷ 1 ・ 2 ヤオロマップ川層

下部部層 (Yl)

本層は下位の札 I付川層の仁部部層 (3 4 ) と漸移する。南部ではヌピナイ川中流から

野塚川の中流にかけて、また、紋別川・豊似 JII.野塚川の下流にかけて、それぞれ複

向斜の西璽と東翼をしめ、ほぼ NNW-SSE 方向に分布する。西翼の南への延長は、

楽古岳図幅地域内の東広尾川の上流で変成帯と斜交する。北部では中ノ JH 上流・パン

ケポロナイ川・中ノ川中流・ヌピナイ川下流に、複摺曲の背斜部として分布する(第

7 図〉。

本層は泥質の少ない淡灰色~灰緑色粗粒の砂岩を主体とし、平行ラミナの発達した
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第 7 図 ヤオロマップ川層下部部層 (Y 1) の粗粒砂岩層(豊似川〉

第 8 図 ヤオロマップ川層下部部層 (Y 1) の細喋岩(豊似川〉
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細粒砂岩・粘板岩の互層からなる。本層の層厚はヌピナイ川断層の南側で1，100m 、
カシユ Yナイ

北側で 2 ， 000""'" 2,700 mである。豊似Jll・カムロベツ川・花春内川では、砂岩が粗粒

化して、細粒礁貰となり、径 10倒ぐらいの同時礁を含むようになる(第 8 図〉。粗粒

砂岩の剥難面には、パーティング線構造が観察されることもある。平行ラミナの発達

した砂岩・泥岩の互層は厚さ 20~50m で、しばしば乱堆積が観察される。

中部部層 (Y~)

本層は下位の下部部層 (Y t ) と漸移する。南部では各河川の中・下流域に北部では

中ノ川の上・中流域、ヌピナイ川の下流域に分布する。

本層は主として黒色粘板岩からなる。

新鮮な粘板岩は、非常に堅硬で、札内川

層の粘板岩とは見分けがつきにくい。札

内川層の粘板岩は光沢があってやや青み

を帯び、しばしば貝殻状の断口を呈する

(第 9 図〉。本層の黒色粘板岩は光沢の

ない暗灰色で、断口面には常に不規則な

凹凸が生じ、節理面は風化によって青紫

色を呈する。やや砂質のものは、新鮮な

部分で層状構造が認められるが、ラミナ

や級化組織は判別し難い。風化が進んだ

本層の黒色粘板岩は、亀甲状のクラック

を生じ、ハンマーでたたくと、大きな岩

塊も容易に小片に粋げる(第 103司〕。さ

らに風化が進んだものは、頁岩状や泥岩 第 9 図 ヤオロマップ川層中部部層 (y2)
の黒色粘板岩(中ノ川〉

状になり、白亜紀層の岩質に酷似する。

泥岩状のものは風化面に黄色い粉が付着する。本層の層厚は、ヌピナイ川断層の南側

で 2 ， 200 m、北側で 1 ， 000 mである。

本層の下部には、チャート・石灰岩・塩基性凝灰岩がほぼ同一層準に出現し、南へ

の延長として、広尾図幅内の広尾町大円山・ポーズ山・十勝港立岩まで追跡できる。

チャートには白色と緑色のものとがある。石灰岩は結晶化が進んでおり、今のところ

化石は認められない。
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ラミナの発達したもの(住吉沢〉

亀甲状クラックの発達したもの

第10酒 ヤオロマップ川層中部部層 (Y ~)の黒色粘板岩

上部部層 (Y3 )

この図幅地域内では、本層が日高累層群中の最上部層であれ下位の中部部層(Y2)

と漸移する。本層は札内川・ヤオロマップ川流域に広く分布し、この図幅地域では、

中ノ川の支流、双つ峰沢・コーヤオロマップ川付近にのみ分布する。
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一般に本層は、中粒から粗粒の灰緑色板状砂岩と粘板岩とからなり、この図幅内で

は層厚が1， 000 m以上である。板状砂岩は下部部層 (y 1) の灰緑色粗粒砂岩に酷似す

るが、やや泥質基質にとみ、陪褐色を呈する。また石灰質団球は径 3"-'5emの球状を

呈する。粘板岩は風化が進むと、亀甲状のクラックが入り、細かく砕ける。

N·1 ・ 3 日高中軸帯東翼の日高果層群について

この図幅内の日高累層群は、これまで日高果層群の最下部と考えられ、 「中の川層

群」と命名された地層と、中の川層群と断層で接し、西翼の神威層群に対比されてい

る「広尾層」とを含んでいる。

広尾層のはじまりは、根本忠寛・佐々保雄による大樹10万分の 1 地質図幅 (1933)

であり、白亜系の込所謂三角介砂岩層以下の岩層に類似する、地層に「広尾中生層」

の名が採用された。その頃、中軸帯に分布する日高系は、秩父古生層に対比されると

考えられていた。その後、楽古岳図幅 (1959) 、広尾図幅 (1960) によって、中の川

層群と広尾中生層との聞には時代の差はなく、中軸帯の先白亜系は大部分、中生代に

属するとし、広尾中生層は「広尾層」と改められた。この場合、両者の地層は断層で

接していると考えられている。

長谷川潔ら (1961)はこれまでの調査をまとめ、中軸帯の先エゾ層群を日高累層群

として、一括することを提案した。そのなかで、 1)中軸帯が大局的にみれば変成帯

を中心として背斜構造を形成していること、 2) 日高地向斜の深部で形成したと考え

られるミグマタイトの中に、中の川層群に顕著に存在する石灰質団球が含まれている

こと、などを指摘し、中の川層群・神威層群・空知層群の層序を組み立てた。中の川

層群の模式地を暫定的に東翼の中ノ川流域とし、神威層群のそれを西翼の元浦河地域

とした。また、広尾層を神威層群に対比した。その理由として、西翼の神威層群に見

られるチャート・石灰岩・輝緑凝灰岩は、広尾層にも含まれていることがあげられて

いる。はたしてこのような対比ができるかどうか、現在のところ断定はできなし、。

今回の調査で、ヌピナイ川中流から楽古岳図幅内の広尾川にかけて、細粒喋岩ない

し粗粒砂岩が連続して分布することが明らかになった。この地層は楽古岳図幅で、中

の川層群楽古層B層 (RRB) と名づけられている灰色中粒砂岩層である。この地層か

ら上位の地層は「広尾中生層J I広尾層」の岩石記載に多くの点で一致する。そこ

で、紺谷吉弘 (1972、 MS，)は日高中軸帯東翼の日高泉層群に対し、新たに楽古岳図

幅の楽古層A層を含め、下部を「中の川層群」とし、それより上位を「上豊似層」と
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名づけ、上豊似層が西翼の神威層群に対比される可能性があるとした。

その後の調査で、この上豊似層が中ノ川流域、札内川上流図幅 (1963) ・上札内図

幅(未刊)地域に広く分布し、札内川上流図幅では中の川層の上部であるヤオロマッ

プ川層に相当することがわかった。したがって、下部の札内川層は、紺谷吉弘 (1972、

MS，)のいう中の川層群に当ることになる。

以上のことをまとめれば、第 2 表のようになる。

本 図 幅|札内川上流図幅|ヌピナイ川~音調津|楽古岳図幅|広尾図幅
(1974) I (1963) I 紺谷 (1972. MS.) I (l959j I (1960)
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第 2 表 十勝;こお;ナる日高累層群層序区分の比較

日高累層群の最下部と考えられ、中ノ川流域を模式地として「中の川層群」と命名

された地層が、上部の神威層群に対比されていた「広尾層」と一致するとし、ぅ矛盾を

きたした現在、この図幅では、中の川層群と広尾層の使用をやめ、札内川上流図幅で

用いられた「札内川層 J Iヤオロマップ川層」を用いた。両者のうちどちらが西翼の

神威層群に対比されるか、あるいはどの部分から対比されるかは、今のところ論ずる

ことはできない。

なお、札内川層の模式地が、札内川上流図幅では札内川上流とされているが、そこ

ではホルンフェルス化作用を受けている。最も良好に下部から上部まで観察できるの

は、むしろヌピナイ )1\ ・パンケアイアン沢・豊似川である。
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N• 2 新第三系

N• 2 ・ 1 ヌピナイ層群

ヌピナイ層 (Np)

本層は広尾断層によって、日高累層群のヤオロマップ川層と接し、上位は大樹層群

尾田村層によって整合に被覆されている。

本層の模式的な発達は歴舟川でみられ、砂質泥岩~泥岩からなる単調な地層であ

る。層厚は1，400mにおよぶが、 この図|隔地域では、その上半部が見られるにすぎ

ず、均質塊状の暗灰色泥岩が分布している。

貝化石は全般に稀少であるが、上札内図 i隔地域の歴舟川・中ノ川合流地点付近の凝

灰質の礁まじり泥岩から、次の化石がえられている。

Solemy α toku ηαυαi YOKOYAMA

Sα ccella sp.

Portl αndi αkα kimii UOZUMI

Prope αmussium d. 如何 iw α i MAKIYA:-'IA

Periplomasp.

Tecton α tic αsp.

Mus αshia sp.

Antipl αnes sp.

N.2 ・ 2 大樹層群

尾田村層 (Om)

本層は、硬質頁岩、を主とし、砂岩・泥岩・凝灰岩などをはさみ、岩相変化が著し

い。この図幅地域では、やや硬質の青灰色~暗灰色泥岩を主とし、レンズ状に分布す

る軟質の砂岩、薄し、 3 層の凝灰宕がみられる。層厚は 300 m程度である。珪貫徹密な

、硬質頁岩、はこの図幅地域外の歴舟川、尾田橋付近において、板状互層を呈して発

達しており、尾田村層の模式地となっている。同地点で下位のヌピナイ層との関係が

観察され、ヌピナイ層の軟質泥岩と硬質泥岩とが互層しながら本層に移行しており、

漸移関係にあることが認められる。

貝化石は、軟質砂岩~泥岩中から産出し、多産する。一般に保存が悪く、殻の溶け

ているものが多い。また個体数が多し、にもかかわらず種の数は少なし、。尾田村層の化
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石は次のとうりである。

ベンケ川地域

Yoldiasp.

Acil αsp.

Venericardi αsp.

.Turritell αd. saishuensis YOKOYAMA

Tectonatic αsp.

尾田橋右岸の小沢

Venericardi αsp.

Mα coma tokyoensisMAKIYAMA

Periplomasp.

豊似川層 (Tn)

本層はこの図幅地域の新第三系分布地域の大半を占め、際岩・砂岩などの組粒堆積

物を主体としている。下位の尾田村層ととは整合漸移し、層厚は歴舟川で 150m 、ベ

ンケナイ川で 700 m、この図幅内であるパンケナイ川で1， 300 m と、南方へ向って層

厚を増す。本層は全層にわたって、単層内における下部から上部に、礁岩→砂岩→泥

岩と細粒化する級化現象が認められ、これが本層の特徴となっている。

本層下部では、細際岩→粗粒砂岩→泥岩とし、う級化層が卓越し、硬質あるいは軟質

泥岩を爽在する。また同時礁とみられる泥岩礁をしばしば含み、小規模の乱堆積現象

が観察される。中・上部においては、法陳 (Boulder gravel) をも含む巨礁岩→粗~

中粒砂岩とし、う級化層がみられる。このように下部から上部へ向って粗粒となり、最

上部では急激に細粒化し砂岩→泥岩の級化層となり、上位の大樹層へと移行してい

る。

本層の礁種は第 11 図に示した。なお、貝化石はこの図幅地域内では全くみられな

L 、。

大樹層 (TK)

本層は歴舟川河岸において、ほぼ連続した露頭がみられ、大樹橋付近から尾田橋付

近までが模式地となっている。層厚は 600 mである。

本層の岩相は、一般に珪藻質泥岩を主としている。最下部は細喋岩・粗粒砂岩と泥

岩との板状互層で、下位の豊似川層との漸移部といえる。下部は風化部が板状に割れ
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1:花崩岩類、 2 :ミク、、マタイトおよびアプライト、 3 :はんれい岩類、

4:その他の岩石

PEl 、 Pt~2 、 PE3 :ベンケナイJIlでの下部、中部、上部

PAl 、 PA2 ， PA3 : パンケナイ川での下部、中部、上部

第11 図 豊似川層の喋組成変化図(宮坂、 1969、 MS.)

る珪藻質泥岩と薄い砂岩との互層で、粗粒部には大型の JlIal. iyαmα chitαnti が密集

する。中部は白色の小さな浮石粒を時に含む凝灰質の泥岩で、ある。上部は塊状均質の

青灰色泥岩から構成されており、ほとんど無層理であり、わずかに凝灰質砂岩の薄層

をともなう。

全般に貝化石とくに小型の巻貝が散点的に含まれ、最上部においては多産する。ほ

とんどが両殻のそろった散在型のもので、現地性と考えられる。大樹橋付近で産する

化石は、次のとうりである。

Acila vigili αSCHENCK

A. sp.

Yoldiasp.

Portlandi α scapha YOKOYAMA

P. hαyαsα kai UOZUMI

Macomasp.

Lucinom α acutilineat αCONRAD

Neptuneasp.

Musashi αsp.

Mα kiyama chitanii MAKIYAMA
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N• 3 第四系

第四系を形成する平坦面は、地形の項で述べたように、 8 つの地形面に区分でき

る。その多くは、河岸段丘であって、段丘堆積物が存在する。しかし、光地園面・忠

類面は扇状地面であり、扇状地堆積物が存在する。このほか、砂醸・泥炭からなるピ

ラオトリ層が、谷間に小さな広がりで散点する。

以下、これらの堆積物について、生成順に記載する。

N • 3 ・ 1 光地園礁層 (Ko)

光地園面を形成する扇状地堆積物は、光地園礁層と呼ばれている(十勝団体研究

会、 1968) 。光地園醸層は、日高累層群または新第三系上にのる厚い喋層であって、

厚さ 90mrこおよび、際;膏中に褐色の、ンノレトないし粘土の薄層(層厚10"-'15em) を数枚

および泥炭層をはさむ。

礁としては、ヤオロマップ川層の堆積岩類が70~';をしめ、札内川層・花崩岩類・ホ

ルンフェルスの礁ば少なし、。礁径は 10"-'30emが多い。礁にはし、わゆる、クサレ際、と

呼ばれる風化の進んだ礁が多く、光地国際層は下部まで著しく風化が進んでいること

をしめしており、とくに上部と下部とでいちじるしい。風化の度合は、花崩岩がし、ち

じるしく、次いでホルンフェルス、粘板岩のII闘である。

喋層中での礁の雑多な堆積のようす、層厚の異常な厚さ、シノレトないし粘土の薄層

などの喋層の堆積状態、光地園面が NE 方向に緩く傾斜していることなどが、光地園

喋層の特徴である。したがって光地閏陳層は、長期間にわたって形成された扇状地砂

喋層の複合体と考えることができょう。

この喋層の上位に、白粘土、と呼ばれる淡黄灰白色の粘土層があり、灰白色の火山

灰(層厚 3"-'5em) を数枚はさむ。粘土層の厚さには変化があり、どのような分布を

しているかは、今のところ不明である。粘土は加水ハロイサイト・カオリナイトから

なり、恐らく火山灰起源、の堆積物であろう。

白粘土の上位には、褐鉄鉱の薄層をはさんで、赤色士、 Op-2 、 Op-1 、 Spfa-1

がのっている(松井ほか、 1974) 。しかし、模式地の元光地園部落では、これらの風

成層を見ることはできない(第12図〉。

N·3 ・ 2 、幕別、面段丘堆積物 (Ma)

幕別扇状地〈十勝団体研究会、 1968) は、この図幅地域より北方に分布するが、こ

nu
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れと同時期の形成と考えられる河岸段丘面を、仮に込幕別、面と呼んだ。この面は航

空写真だけで、面区分されたので、あって、この面を形成する段丘堆積物を観察すること

はできなかった。したがって、 、幕別、面の分布が広く確認された時、模式地によっ

て面の名称がつけられるべきであろう。

幕別扇状地面には、これより下位の面にはのらない赤色土のほか、チョコレート色

埋没土壌・ Op-2 ・ Op 1 ・ Spfa- 2 ・ Spfa- 1 などのテフラをのせている〈松井ほ

か、 1974) 。なお、この面の喋層にも込クサレ棟、を含むことから、光地国際層との

区別がまぎらわしし、。とくに喋層の上部で基質が粘土質の場合、 、幕別、面段丘喋層

または幕別扇状地喋層である可能性がある。

lV.3 ・ 3 上更別面 I 段丘堆積物 (Ka)

上更別面 I はヌピナイ川以北に分布する河岸段丘である。ヌピナイ川の左岸の段丘

面に登る林道での観察では、札内川層を基盤とし、厚さ約 20 mの礁層であって、径

20~30 emの礁からなり、 、クサレ際、は上部に少なく、下部に多し、。喋種は花崩岩

類・粘板岩・硬砂岩などの日高累層群で、基質は、上部でローム質、下部で、、ンルト質

となっている。

礁層の上には、褐色ロームが 80~100 emの厚さでのるが、河岸段丘の端のため、こ

の面特有のテフラを観察することはできない。

上記の段丘堆積物は、他地域の幕別扇状地面を形成する堆積物と類似し、上更別面

I は、 込幕別、面の堆積物を浸食して形成された浸食面と推定される。

lV.3 ・ 4 拓北面段丘堆積物 (Ta)

この図幅地域内での拓北面は、若干の河川ぞいにある段丘面を除いて、平野部に面

したところに分布し、他の地域とは形成の様相を異にする。ここでは新第三系を浸食

し、堆積物がほとんどないこともあり、礁層が20m以上あることもある。礁は径 1~

3emの粘板岩が主体で、 ミグマタイトを含み、基質は粘土質である。

第 12 図に拓北面上の風成堆積物の柱状図を示す。図幅外ではあるが、陳層上には

Op-3 がのっていることが観察される。

lV.3 ・ 5 ピラオトリ層 (Bi)

本層は橋本誠二・武田裕幸 (1960) が広尾図幅で名付けた地層であって、下部洪積

層と考えられていた。しかし、テフラや各種段丘堆積物から、本層は上部洪積世であ

ることがわかってきた(松井ほか、 1973) 。この図幅地域内でも、河川の流路にそっ
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て、本層の露出が 5 個所発見されており、今後も見出される可能性がある。観察され

る範囲での本層は、削剥されて上位の尾田面堆積物がのっている場合もあるが、多く

の堆積面は、やや平坦な地形面として残っている。

この図幅内における本層の堆積物は、亜円礁でやや細粒(径 1.........4em) の中際、細

際(径 0 ， 5 mm) 、細砂、火山灰質、ンルトまたは粘土からなり、泥炭質粘土を 3.........4 枚

爽在する。その 1 例として、野塚川中流の柱状図を第12図にあげる。楽古川河口付近

の模式地との対比は、層相変化が著しいため困難である。しかし、下流域ではOp-3

の降灰後も、ピラオトリ層の堆積が行われ、上流域のこの図幅地域では、堆積が終っ

ていたことはいえる。

なお、光地司への登り口に露出する本層の泥炭から、アカエゾマツと推定される盆

果が採集されている(更別村更生小学校古川昭氏による〉。

N·3 ・ 6 忠類面段丘堆積物 (Ch)

この図幅の束、大樹図幅では忠類面が広く分布し、この面を形成する扇状地堆積物

は、忠類喋層とよばれている(十勝団体研究会、 1968) 。この図幅内では、その扇頂

にあたる部分がみられるほか、同時期の河岸段丘が存在する。

扇状地の扇頂の堆積物はみられないが(第 12 図〉、河岸段丘の堆積物は観察でき

る。それは一般に厚さ 10m前後の喋層で、際種は径20.........30emの花崩岩・粘板岩・硬砂

岩などである。

礁層の上には、ロームのほか、 Spfa-l から上のテフラをのせているのみであるが、

この面の延長部ではOp-2 をのせている o

w ・ 3 ・ 7 尾田面段丘堆積物

尾田面は主要河川にそって発達する河岸段丘であり、その堆積物は厚さ 4m以内の

薄い喋層である。喋径は最大 1mに達し、平均30em前後で、礁は新鮮、雑多に重なっ

ている。際種は花崩岩・片麻岩・粘板岩・硬砂岩・ホルンフェルスで、あるの基質は粗

粒砂で、暗色の岩片が入っている。

喋層の上に、 Spfa-l をのせないこと、 ポール状ローム・ソフトロームをのせるこ

とが特徴である。なお、 E-a は下位の面との区別に必要なテフラであるが、 この図

幅の地域はE-a の分布範囲外である。

N ・ 3 ・ 8 石坂面段丘堆積物(Is)

各河岸iこ分布する石坂面は、最低位の洪積段丘である。段丘堆積物は、尾田面段丘
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堆積物と類似の喋種である。礁は径20-----30cm、円礁を特徴とする。

W ・ 3 ・ 9 氾らん原堆積物 (AI)

この図幅地域内の各河川では、一般に河床氾らん原の発達がすくなし、。構成物は淘

汰の悪い穣・砂・粘土である。

V 変成岩類

v.1 ホルンフェルス (Ra)

この図幅内に見られるホルンフェルス類は、黒雲母ホルンフェルスと片状黒雲母ホ

ルンフェルスの 2 種である。

v.1 ・ 1 黒雲母ホルンフェルス

この岩石は幅 3-----4 回の帯状に、変成帯の一般走向 (NNW-SSE) と平行に分布

している。その東側は札内川層の砂岩・粘板岩である。変成帯に近づくにしたがって

砂岩中に黒雲母の小片が晶出し、しだいに再結品作用がすすむ。

典型的な黒雲母ホルンフェルスは塊状赤褐色の堅硬な岩石で、原岩の構造はほとん

ど認められない。 しかし、砂岩・粘板岩の互層のばあいには、再結晶度の差によっ

て、原岩の層理が見られることがある。

この岩石には石灰質団球がおおく、とくに豊似JI1では、変成帯に接近するにしたが

って、まるい団球が紡錘形に変形してし、く様相が見られる(第13翠〉。

鏡下では、径 O.lrrnn以下の等粒のホルンフェルス組織で、あり、石英〉黒雲母〉斜長

石の組合せが大部分で、白雲母をふくむものも見られる。鉄鉱はふつうに存在する。

石英は径 0.1 rrnn以下の畑粒で、波動消光はほとんど認められない。黒雲母は径0.05nnn

ぐらいの不規則の細片状のものが多い。葉片状の半白形の黒雲母もある。斜長石は他

形あるいは半白形(径0.05-----0.1nnn) で、ほとんど単結晶である。

v.1 ・ 2 片状黒雲母ホルンフェルス (Hs)

前項の黒雲母ホルンフェルスとは、勇i析帯で接している。黒雲母ホルンフェルス、

つまり札内川層の摺曲軸と変成帯の一般走向 (NNW-SSE) とは斜交する関係があ

るのにたいして、本岩層の片理は変成帯の走向に平行になっている。勇断帯の幅は20

-----50mで、そこで、は黒雲母ホルンフェルスが破砕されている。この帯にそってアプラ

イトが不規則な貫入をしている。
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第13図 石灰質団球の変形(豊似JII)
A、黒雲母ホルンフェルス(a) 中の石灰質団球(b)
B、黒雲母ホルンフェルス(a) の中の層理に沿ってややのびた団球(b) 、

C は粘板岩薄層
C、片状黒雲母ホルンフェルス(a) 中のひきのばされた団球(b)



第14~ 片状黒雲母ホルンフェルスのア

プライト細脈がちぎられてブー

ディネイジ構造をしめす(豊似

][1)

この岩石は黒雲母ホルンフェルスと黒

雲母片岩との中間に分布し. 幅 600 ，.....，

LOOOmである。勇断帯より西へ 100 ，.....，

150m のあいだに片理が強くなり、幅 1

"""'2cm のアプライト細脈が平行配列をし

めす。豊似川では、このアプライト細脈

がひきちぎられ、いわゆるブーディネイ

ジ構造になっているところがおおい(第

14 図)。また、 トヨニ岳直登沢では、ア

プライトがミグマタイト中に多量の包有

物となっている。

岩質は赤褐色で、片状構造をもち、ま

た、片理に平行な砂岩・粘板岩の互層に

よる層理面も認められる。片理面上に黒雲母の点紋がみられるのが特徴である。

鏡下では、均質細粒で黒雲母の点紋(径 lnnn 内外で、微細黒雲母の集合体〉が一定

方向に配列している c 石英〉黒雲母〉斜長石。石英は等粒(径 0 ， 1 mm 土〉、モザイク

組織をしめすが、ときに斑状変品状に 0 ， 5""'" 1mmの大きさになるものがあり、黒雲母

の伸長方向に平行になっている。波動消光もみられる。黒雲母(径 lmm土〉は葉片状

で、集合体となって点紋を形成している。一部緑泥石になっているものがある。斜長

石には他形あるいは半白形の単結晶がおおい。アルノくイト双品も少量みられる。その

ほか少量の正長石・鉄鉱・燐灰石・白雲母・緑泥石をふくむ。

v.2 片岩および片麻岩類

v.2 ・ 1 黒雲母片岩 (Sh)

この岩石は片状黒雲母ホルンフェルスと縞状黒雲母片麻岩との中聞に分布する。片

状黒雲母ホルンフェルスとは、あきらかに漸移関係をもっ。さらに、この岩石は縞状

黒雲母片麻岩とは互層になって、縞状黒雲母片麻岩にうつりかわる。黒雲母片岩の片

理面にそって優白縞がしだいに多量に生じ、同時に組粒化し、片理面上に縞状構造が

明瞭になる。縞状黒雲母片岩の幅は20，.....， 30mていどである。片状黒雲母ホルンフェル

スに見られたアプライト細脈は、一般にはみられない。また、片理面に斜交したアプ



第15圏 黒雲母片岩(a) 中のアプライ

ト (b) のプチグ、マチック摺曲

(豊似川左股)

ライトのプチグマチック摺曲が見られる

ことがある(第 15図)。

岩質は、暗褐色で、片状構造がきわめ

て顕著に発達し、剥離性が強い。鏡下で

は、構成鉱物や組織の点で、片状黒雲母

ホルンフェルスとあまり変りないが、や

や組粒である。

v.2 ・ 2 縞状黒雲母片麻岩

(Sh)

産状によって、つぎの三つの型に分類

できる。

1 、黒雲母片岩と互層するもの。

2 、黒雲母(董青石〉ミグマタイトの

東縁に分布するもの。

3 、黒雲母(革青石〉ミク、、マタイトの岩体内に分布するもの。

黒雲母片岩の片理にそってできる優白縞は、一様に発達するのではない。とくに初

期の段階(より東側〉では、優白縞の密集する部分と、黒雲母片岩の部分とが幅 10"-'

20cm ぐらいの互層をしている。しかし、それも中核部にし、くにつれて、粗粒になった

石英・斜長石を主とした優白縞と黒雲母を主とした優黒縞とが互層する縞状片麻岩と

なる。この縞は膨指したり、微摺油やプチグマチック摺曲をしめすことがおおし、。こ

の関係から、より中核部に進むと全体として粗粒な縞状黒雲母片麻岩となってミグマ

タイトに接する。なお、片岩と互層している片麻岩や、 トヨニ岳直登沢のミグマタイ

ト内の片麻岩には、二次的な構造運動の産物としてのディクチオナイト構造がみとめ

られる(第 16 図〉。

黒雲母(董青石〉 ミグマタイト帯の内部に分布する縞状黒雲母片麻岩は粗粒にな

り、縞状構造がぼやけ、一見、ミク、、マタイトとみまちがう様相をしめす。両者の関係

は調和的で漸移的である。

鉱物構成は石英〉斜長石〉黒雲母がおもである。優白質部はおもに石英・斜長石

(径 0.5 ~ 1nnn) がモザ、イク組織をもち、黒雲母も少量ふくまれる。石英は他形~半

白形で、波動消光をしめすのがふつうである。黒雲母のならびに平行な伸長形態をも

つ
L



っている。一部にカタクラスティック組

織をしめすものがある。斜長石(径 0.5

"-'1nnn) は他形~半白形で、アルパイト

双品がふつうだが、ときにベリクリン双

品も認められる。絹雲母やカオリンに変

っているものもある。また、結晶内に黒

雲母や石英などを包有している。優黒質

部は黒雲母を主とし、斜長石・石英をと

もなう。黒雲母はx/ =淡茶褐色、 Z/=

淡緑色。一部白雲母や緑泥石に変ってい

る。そのほか、正長石・白雲母・燐灰石

・鉄鉱がふつうにみられる。正長石は細

粒の包有物で汚れた様相をしめし、他鉱

物の聞を埋めて成長している。

第16 2Q 縞状黒雲母片麻岩(a) のディ

クチオナイト構造、 b はアプラ

イト質脈(豊似川右股)

v.2 ・ 3 斜長石斑状変晶黒雲母片麻岩 (Gn)

この片麻岩は日高変成帯の西側に特徴的に発達する片麻岩である。しかし、この図

幅では南西端にわずかに顔をだしているにすぎない。

斜長石斑状変品黒雲母片麻岩は、斜長石の大きな斑状変品をふくみ、片理のあきら

かな片麻岩である。斑状変晶は特定の部分に多量にみられることもあり、縞状構造を

しめすこともある。片理は部分的に強く、微摺曲もみられる。ざくろ石をふくむのが

ふつうである。

鏡下では、細粒の斜長石と石英がモザイク組織をつくれそのなかに 1"-'3nnnの卵

形をした斜長石斑状変品がみられる。黒雲母はこれらの聞に、方向性をもって配列し

ている。斜長石の斑状変品に接するものは焼曲しており、斑状変品のあいだをねうよ

うにな勺ている。この斑状変晶は、石英や黒雲母を包みこんでいるが、このなかの黒

雲母は平行配列やj尭曲をしていない。斑状変品はアルパイト双品をしめすものがおお

い。石英はふつう粗粒で波動消光が強い。黒雲母はx/ =淡緑色、 Z/=褐色の多色性

がある。このほか、部分的に正長石が濃集することがある。副成分鉱物は絹雲母・燐

灰石・ジルコン・鉄鉱などがある。
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Y·3 角閃岩類

Y• 3 ・ 1 角閃岩 (Am)

この岩石は豊似川上流、 トヨニ岳山頂直下で、発見された。幅 2m ぐらいの岩脈状の

産出状態をしめし、ミグマタイトを貫いたものであろう。黒色中粒の堅硬な岩石で、

角閃石が平行配列していて、縞状構造をもっている。従来、日高変成帯のミグマタイ

ト中にみられる縞状構造をもった角閃岩は、 ミグマタイトの構造と調和的なものであ

った。したがって本砦体の産状は注目に値いする。

そのほか、ミク。マタイト中にパレオゾームとして含まれているものがある。

Y·3 ・ 2 輝総岩質角閃岩 (Da)

この図幅南西端にわずかにみられる角閃岩の岩床である。南部の楽古岳図幅では輝

線岩組織をのこすものがあり、こう名付けられている。しかし、この地域では角閃岩

化作用がすすみ、原岩の組織は認められないものが多い。また、斜長石斑状変品片麻

岩のなかにレンズ状に残っているものもある。この片麻岩と交代変成して、角閃石黒

雲母片麻岩になっている部分がこの地域の北方に広がっている。

この岩石の変成作用のすすんでいないものは、粗粒玄武岩質組織をしめす。斜長石

は 0.5'""-' 1.0 :illJ1の短冊状で、一方向;こならぶものもある。累帯構造ははっきりしてお

り、中核は汚れている。角閃石は青緑色ないしは淡褐緑色の長柱状である。これらの

角閃石は黒雲母によっておきかえられている。そのときの黒雲母は濃い茶褐色であ

る。

Yｷ4 ミクボマタイト類

v.4 ・ 1 黒雲母ミク、、マタイト(草青石ミク、、マタイト) (Mi)

このミグマタイトは日高山脈脊稜に沿って分布し、日高変成帯の中央に位置してい

る。

野塚川上流では、縞状黒雲母片麻岩から漸移している(第 17 図〉。ところが、豊似

川上流では、優白質細脈が縦横にはしり、片麻岩類をパレオゾーム様にとりこんでい

る。一部には角閃岩のパレオゾームも見られる。ヌピナイ川上流では、縞状黒雲母片

麻岩との明瞭な接触面がみられる。ここでは縞状片麻岩のなかに斜長石斑状変晶があ

るのが特徴である。
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岩質は細粒~中粒で、

表面は赤褐色を呈する。

黒雲母による弱し、片理面

がある。数佃から数10cIfr

の紡錘状パレオゾームを

ふくんでいる。それはお

もに、片状黒雲母ホルン

フェルス・黒雲母片岩・

縞状黒雲母片麻岩・角閃

岩などである。黒雲母の

シュリーレンもふつうに

第17函 ミグマタイトの産状。、かだ状構造〉 認められる。また、石英

a は黒雲母ミグマタイト、 b は縞状黒雲母片麻 ブーノレ(径数個~数 10佃〉

岩(トヨニ岳直登沢)
も多数みられる。草青石

を含むものがあるが、変成帯南部でみられるようなはっきりした大晶ではなし、。

鏡下では、グラノプラスチック組織をしめし、斜長石〉石英〉黒雲母がおもな構成

鉱物である。斜長石(径 1 ~2nnn) は他形~半白形で、丸味をおびているのが特徴で

ある。アルバイト双品がふつうにみられるが、まれにカルルスパッド双品もある。双

品面が折れまがって、キンクパンドをつくっているものがある。累帯構造はふつうに

あり、絹雲母化、カオリン化作用をうけているものが多L 、。石英・黒雲母・鉄鉱の細

晶を包有している。石英(径 1 nnn±) は波動消光が顕著で、鉱物聞を充填している。

黒雲母には、やや平行配列性がある。 XI ニ淡茶褐色、 2 / =淡赤褐色である。ほか

に、草青石・正長石・角閃石・鉄鉱・燐灰石などがみられる。

V·4 ・ 2 花尚岩質ミグマタイト

この岩石は豊似川上流、 トヨニ岳直登沢で見られるミグマタイト帯中の小岩体であ

る(第18図〉。黒雲母ミグマタイトに調和的に遊入し、幅 1~数10mの岩床状になっ

ている。片麻岩・片岩・ホルンフェルスのブロックを包有し、石英プールもある。均

質粗粒で塊状である。優白質で黒雲母ミグマタイトとも、一見して区別できる(第19

図)。

鏡下ではグラノプラスチック組織で、斜長石〉石英〉黒雲母がおもな構成鉱物であ



している。黒雲母は葉片状

る。そのほか、正長石・燐

れ、緑色角閃石もふつうに

トヨニ岳直登沢

花崩岩質ミクれマタ

イトの崖

灰石・白雲母・鉄鉱がみら

ふつうは 2 ，.....， 3 醐の他形~

ある。斜長石は 1"""'5 剛、

英が包みこまれている。石

ている。

のものが多L 、。へき開面に

そって、一部白雲母に変っ

英は他形で、鉱物聞を充填

半白形である。黒雲母や石

第18~

第19函 花出目質ミク、、マ

タイトのー産状

a は縞状黒雲母

片麻岩、 b は花

崩岩質ミクママタ

イト(札楽古川〉
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羽火成岩類

この図幅地域内で火成岩は、はんれい岩・花崩岩と脈岩類のアプライト・輝緑岩・

輝緑功岩である。

VIｷ1 はんれい岩

この岩石はおもに花崩岩体の包有物としてみられるものだけである。楕円形やその

ほか不規則な形態をしめす。花崩岩貫入の先駆作用として、はんれい岩の活動があっ

たにちがし、なし、。岩質は不均質で、細粒~中粒の角閃石はんれい岩である。ときに斜

長石の斑状変晶が認められる。

VI• 2 花崩岩類

この図幅内には、 2 つの花崩岩体が分布する。豊似川上流から楽古岳図幅内にまた

がり、変成帯の走向に亜調和的な野塚花崩岩体と、神威図幅内に北端をもち、この図

幅の豊似川まで変成帯の走向方向にのびているヌピナイ花崩岩体とである。

v.2 ・ 1 野塚花尚岩 (G 1 )

この岩体は豊似川左股上流で、いくつかに枝分れし、南方、楽古岳図幅の野塚川上

流やニオベツ沢上流にのびている。この岩体は東側の斜長石斑状花崩岩と西側の細粒

花岡岩に分けられる。両者は漸移的;こうつりかわる。この岩体には、片状ホルンフェ

ルス・片岩・片麻岩・ミグマ r イト・はんれい岩などの捕獲岩をもつことが特徴であ

る(第20 、 21 図〉。とくに、ミグマタイトはほそ長し、小岩体としてとりこまれてい

る。流理面はあきらかでなく、優白質で均質堅硬な岩石である。

鏡下では、斜長石〉石英〉カリ長石〉黒雲母で、半白形粒状組械をもっ。斜長石

(径 3"-'5mm) は白形~半白形で、アルパイト双品がふつうだが、一部にアルノくイト

カルルスパッド双品をしめすものがある。ソーシュライト化作用をうけているものは

多い。ゅうれん石や黒雲母がなかに包みこまれている。石英(径 1"-'3mm) は他鉱物

聞を充填する。カリ長石も同じ産状をしめす。そのほとんどは徴斜長石で、顕著な徴

斜長石双見をしめし、 ときにパーサイト構造もみとめられ、 ミノレメカイト構造もあ

る。黒雲母は葉片状、板状結晶で、へき開にそって一部緑泥石にかわっているのその

ほか白雲母・燐灰石・鉄鉱がある。



第20~ 野塚花崩岩中のはんれい岩質捕獲岩(豊似川左股〉

v.2 ・ 2 ヌピナイ花崩岩

(G2)

この花崩岩体は黒雲母ホルンフェ

ルス帯に貫入している。北部のヌピ

ナイ川右股では岩体が幅せまくなっ

て終っているが、南端では幅がひろ

がり、いわゆる込火の玉岩体、であ

る。黒雲母の濃集帯やはんれい岩捕

獲岩による構造もそれをうらづけて

いる(第22図〉。この岩体はホルン

フェルスをあきらかに切って貫入し

ている。東側の接触面にそってアプ

ライトが形成されている。

岩質は細粒~中粒で、灰白色堅硬

なものである。細粒相は岩体の東縁

に特徴的である。

第21~ 花崩岩体中のはんれ岩質捕獲岩

(豊似川上流〉
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鏡下では、半白形粒状

組織で、石英〉斜長石〉

黒雲母註正長石を主とす

る。石英(径 2 .....，5mm)

は他形~半白形で鉱物聞

を充填し、波動消光をし

めしている。斜長石(径

2 .....,3mm) はソーシュラ

イト化したものが多く、

累帯構造をしめすのがふ

つうである。黒雲母は

X/=ZI= }k茶褐色で、

へき聞にそって緑泥石化

作用をうけている。正長

石は鉱物聞を充填してい

る。微斜長石双晶をしめ

すものがわずかに見られ

る。ほかに失閃石・白雲

母・燐灰石・鉄鉱があ

る。角閃石はポイキリチ

ック組織をしめし、へき

開は不明瞭で多色性顕著である。

v.3 脈岩類

第22図 ヌピナイ花崩岩の片理面

v.3 ・ 1 アプライト脈 CAp)

この岩石は黒雲母ホルンフェルス帯、片状黒雲母ホルンフェルス帯、黒雲母片岩帯

にひろくみられる。幅 10 em ....., 100ill まで変化があり、大小多数の脈岩として発達し

ている。一部は母岩の層理面や片理面に調和的な交代性岩脈であり、また、これらと

無関係に貫入したものもある。後者のアプライト脈には、母岩をアク守マタイト様にと

りこんでいるものもある。
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鏡下では、半白形粒状組織をしめし、斜長石〉石英〉黒雲母〉カリ長石を主成分と

L、白雲母・燐灰石・チタン石・ゅうれん石・緑泥石・鉄鉱などを副成分とする。斜

長石(径 1 '"'-'2nun) は他形~半白形で、ソーシュライト化作用をうけていることが多

い。アルパイト双品はふつうだが、不明瞭なことが多い。石英(径 1 nun±) は他形、

波動消光をする。黒雲母(径 0.5胴〉は方向性をもたず、緑泥石化作用をうけている

ものが多い。カリ長石は鉱物聞を埋めて成長している。斜長石との接触面に、 ミルメ

カイト構造がみられる。

VI ・ 3 ・ 2 輝緑岩 (Di)

この岩体は幅50cm'"'-'3mの岩脈で、日高累層群をきる特定の断層にそうか、局所的

に集中して貫入している。したがって、貫入は造構造運動の末期と考えられる。

この岩石は帯緑暗色、堅硬な塊状の岩石である。幅広い岩体では、暗灰色、斑状構

造をしめす部分がある。

鏡下で、前者はオフイチック構造をしめし、斑晶はなし、。長柱状斜長石・柱状の輝

石一角閃石と、これらの柱状結晶に透入されている有色鉱物とからなる。斜長石は長

径 0.1'"'-' 0.3nunで、 An56' 34'"'-'57と組成に幅があり、とくにAn%41 および49が多い。

柱状の輝石一角閃石には、長径 O.3nunの短問状結晶と長径 0.1 nunの短冊状結晶とがあ

る。単斜輝石と、それを半分とり囲むような褐色角閃石とが共生して白形結晶をつく

り、黒雲母に置換されている場合もある。角閃石は帯緑茶褐色から淡黄褐色にかわる

多色性をもっ。織維状の角閃石はなく、輝石を置換して角閃石が生じたとは考えにく

く、輝石にやや遅れて品出し、共生した角閃石と思われる。柱状結晶によって透入さ

れている鉱物は、おそらく有色鉱物であったもので、緑泥石に置換されており、もと

の鉱物を推定することは困難である。このほか方解石一石英が徴脈として貫き、プー

ノレをつくっている。

斑状構造をしめす部分での斑品は、普通輝石(径 1 '"'-'2lllln) のみで集斑晶をなし、

緑泥石化している部分もある。徴斑晶(径 0.2 nun) には斜長石〉普通輝石がある。石

基は長柱状(長径 0.2'"'-'0.3 nun、短径 0.02'"'-'0.05 nun) の褐色角関石〉斜長石と、粒状

の褐色角閃石(径 0.02nun) とによって、玄武岩にみられる間粒構造をなす。角閃石

は前記の輝緑岩と同様の多色性をもっている。石基には斜長石よりも角閃石が多く、

輝石がみられないことが特徴であり、おそらく輝緑岩の細粒部であろう。

以上のように、この岩体は褐色角閃石を多く含み、特有の組織をもっ輝緑岩岩脈で
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あって、アルカリ質の輝

緑岩であろう。

VI ・ 3 ・ 3

輝緑扮岩 (Dp)

野塚花崩岩・ヌピナイ

花崩岩・片状黒雲母ホル

ンフェルスなどを貫いて

いる幅四10'"'-' 1ill ぐらい
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第2 3圏 輝 緑 扮 吉 の 岩 脈 ( 豊 似 川 左 股 〉

w : 地 質 構 造

こ の 図I I I日 地 域 の 西 側 で は 、 日 高 変 成 帯 の 片 状 ホ ル ン フ ェ ル ス と 日 高 累 層 群 と が 勇 断

帯 で 接 し 、 東 側 で は 、 日 高 累 層 群 と 新 第 三 系 と がN N W - S S E方 向 の 広 尾 断 層 で 接 し

て い る 。 さ ら に 、 日 高 累 層 群 は ヌ ピ ナ イ 川 中 流 を 走 るE W方 向 の ヌ ピ ナ イ 川 断 層 に よ

っ て 、 南 部 地 域 と 北 部 地 域 と に わ か た れ て い る 。
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¥Ill. 1 断層系

この図幅地域の主要な断層は、広尾断層とヌピナイ川断層である。これらの断層は

この地域の地質構造単元を、大きく区切っている。

広尾断層

ヤオロマヅプ川中流部から広尾町北東部に達する延長約 40 回の断層である。日高累

層群は幅 100 m以上、新第三系は幅数 10m にわたって破砕されている。この断層は、

地形上からも追跡?できる東落ちの正断層である。

ヌピナイ川断層

ヌピナイ川中流を東西に走る幅数 10m の破砕帯をともない、地形上からもよく追跡

できる。この断層は著しい落差をもった北落ちの正断層で、左ずれの要素をもっ。こ

の断層によって日高累層群は、南部地域と北部地域のブロックに分かれる。

この断層と広尾断層との関係は確認されていないが、ヌピナイ川断層の方が、より

早期に形成されたものと推定する。

VII ・ 2 変成帯の構造

この図幅地域の変成帯は、日高変成借一般の地質構造と同じく、 NNW-SSE 方向

にのびた平行な構造であり、傾斜はほぼ東に急角度で落ちる。これらの構造のうち、

片状ホルンフェルスとホルンフェルスとの聞には、南北につづく大きな勇断帯があ

る。

この地域で特徴的なことは、楽古岳図幅内から続く輝緑げ岩の岩脈群が、変成帯の

構造を南北に切って分布していることである。これは変成帯を切る南北性の一種の構

造帯(勇断帯〉と考えられる。その北方延長には、日高累層群およびヌピナイ花両岩

を切る断層がみられる。

ヌピナイ花崩告は、日高変成帯では珍らしくホルンフェルス帯中に、単独の岩体を

なす花崩岩で、わずかに流理構造が認められ、 込火の玉、状の形態をしめしている。

VIIｷ3 日高累層群の構造

南部地域

この地域の摺曲構造は全体的にみれば、波長 1'"'-'3kmの小摺曲をともなった波長約
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10km の複摺曲構造で、西側に背斜部が位置し、東側に向斜部が位置する。背斜部は

NNW-SSE 方向の輝緑岩の貫入をともなう断層によって切られており、この断層の

西側に、この地域の最下部の地層が分布する。ヌピナイ川上流部には、東に倒れた同

傾斜背斜構造がみられる。紋別川以南、豊似JlI.野塚川流域では摺曲軸の方向はほぼ

N-S の方向であり、北に向うほど摺曲軸の方向は東にふれる。

北部地域

この地域の摺曲構造の規模は、南部地域とほぼ同じく、波長約 10km の複摺曲構造で

あるが、南部地域にみられるような小摺曲はあまり発達していない。摺曲軸の方向は

全体的に西から東に向って、 N-S から NE-NW 、 E-W へと変化する。パンケポ

ロナイ沢上流に見られる向斜構造は、南東に倒れた同傾斜構造であれその東にみら

れる背斜構造は、逆に NW に倒れた同傾斜背斜構造となる。

vn ・ 4 新第三系の構造

広尾断層の東側に分布する新第三系は、ほとんど NNW-SSE の走向で東に単傾斜

し、より東側では走向をかえ、 NNW-SSE の走向でゆるく向斜と背斜をくりかえ

す。つまり新第三系は全体として、波状の摺曲をしながら東に傾斜した構造であり、

新第三系は、東側ほどより上位の地層が露出する。

vnｷ5 第四系の構造

光地園疎層は北に向って陳種を異にし、際径が少さくなる(十勝団体研究会、 1974)。

また喋層の厚さは、元光地園部落から北に向って薄くなっている。光地園面は全体と

して、走向をNWにもち、 NEにむかつて数度傾斜し、他の段丘面とは異なった方向

性をもっている。これらは日高山脈南部の隆起運動によってもたらされた扇状地の形

成の結果と考えることができょう。光地園台地での瞭層は90mの層厚であれその中

に数枚の、ンルト層を挟むところから、扇状地砂際層の複合体とみなされている。

現在、この扇状地の扇頂からただちに背地が急峻になっているわけではない。また

光地園面上に白粘土層が堆積していることは、光地国際層の上面は扇状地の堆積面で

はなく、浸食面である可能性がある。浸食面上に、火山灰起源と思われる白粘土が水

成の条件下で堆積し、粘土化をすすめたものと考えられる。これらのことは、光地園

礁層の形成から、次の、幕別、面形成までに、いくらかの時間間隙があったことを想



定することになる。

上札内図幅に広く分布する幕別扇状地面と、光地園の扇状地面とは、平坦面の傾き

が異なっている。このことも、両者の地形面の形成にかなりの時間間隙があり、日高

山脈の隆起の位置が変ったことをしめしている。光地園面の形成には、南部日高山脈

の隆起が考えられ、幕別扇状地面の形成には、中部日高山脈の隆起が考えられる。日

高変成帯も、この図幅地域までが南部とよばれ、中部との境はトヨニ岳の北西方にお

かれている。このような構造単元ごとの日高変成帯の浮き上りは、第四紀において

も、日高山脈の隆起に反映していることをしめしている。

幕別扇状地面の形成によって、十勝平野は北と南と(こ河川の流路は分けられ、札内

川は幕別扇状地の北側を流れて北上し、歴舟川は南にむかい、直接、太平洋に注ぐこ

とになった。このような流路の変更ばかりでなく、中部日高山脈の隆起運動は、より

低位の河岸段丘の分布にも影響をあたえている。すなわち、忠類面は忠類醗層によっ

て形成されており、模式的な分布地は、忠類図幅および大樹図幅地域である。そこで

の忠類喋層は、中部日高山脈の上昇運動の影響をうけた分布をしている。

十勝平野中部における上札内 ITa面、 ITb面の形成などは、日高山脈の北部の上昇運

動と関連づけられる。 これらと同時期の地形面に、十勝平野南部では尾田面・石坂

面が対比される。各河川上流における尾田面の分布方向 (NE-SW) と石坂面の分

布方向 (E-W) との違い、 、く、の字型に屈曲する河川の特徴などは、あるし、は日

高山脈の差動的隆起にともない、それぞれの時期に適従谷として流れた結果をあらわ

しているのであろう。

このように、日高山脈は楽古岳ートヨニ岳を中心とした南部、ルベツネ山一コイカ

クシュサツナイ岳を中心とした中部、エサオマントツタベツ岳一戸蔦別岳を中心とし

た北部と、局部的な日高山脈の上昇運動、とくに南部→中部→北部と運動が移動して

いったことが、十勝平野の多様な段丘を形成することに、重要な役割りをはたしたと

考えられる。 日高山脈のカール底の高度が、北部・中部・南部で異なっていること

も、あるし、はこれらと関係があるのではなかろうか。すくなくも、十勝平野の各段丘

のそれぞれの分布は、あきらかに日高山脈の差動的隆起に支配されていると考えざる

をえない。したがって、札内川流域では、光地園面・幕別扇状地面、あるいはそれら

の砂喋層が、より新しい面に蔽われている可能性がある。

第四紀の構造のうちで、いま一つの特徴はピラオトリ層の分布である。他の地域も



含めピラオトリ層の分布は、 NNW-SSE の方向に配列している。ピラオトリ層はそ

の堆積物から、海進期における、内陸の湿地化にともなって形成された地層と考えら

れる。特定の配列方向を、日高累層群の地質構造と関連づけることは無意味であり、

ピラオトリ層堆積の内陸での限界をしめしているものととらえたい。内陸でのビラオ

トリ層の堆積がおわり、 Op-3 の火山灰が降下した後も、なお海岸近くではビラオト

リ層の堆積が行われた。 この一連の堆積のなかで、下部は粗粒の礁が多く、上部は

細粒で、円磨度の悪い礁となり、泥炭を多くふくむ。河川系の変更後、広大な忠類陳

層の堆積時、ピラオトリ層は浸食され、かつ新しい扇状堆喋層に蔽われることにな

る。

温暖な気候から寒冷な気候への変化と、日高山脈の差動的隆起とが、十勝平野の第

四系に大きく影響をあたえている好例を、ビラオトリ層にもみることができる。

\1U 応用地質

この図幅地域内には、応用地質としてとりあげられるようなことが、これまで知ら

れていない。

十勝平野各所で、行われている砂利の採取は、 この地域では行われていない。今後

も、他の地域にくらべて、砂利段取の点で、この地域は劣っているといえよう。それ

はもっぱら厚い喋層である光地国際里が込クサレ、際まじりであること、現河床氾ら

ん原の発達が思いことによるだろう。

込砂金の沢、の名が残っているように、かつて砂金採取の行われた地点が所々にあ

ると思われるが、詳らかでなし、。

込豊似石、と呼ばれる銘石が、豊似川支流、パンケアイアン沢の段丘堆積物中にふ

くまれている。これは石灰質団球を含むホルンフェルスの礁であって、珍重されてい

る。
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Resume

ThesheetmapareabelongstothesouthernHidakaMountains

andincludesthehighmountainrangeswhichpreventedsofarto

approachforgeologicalmappingowingtotheirsheeralpinetopogrｭ

aphy.TheareaisintheHidakaaxial belt , and hasbeengenerally

consideredpoorinnaturalresources.

However , theareaissituatedtectonicallyattheboundarybetween

themiddleandsouthernpartsofthemetamorphicbeltandfurther

theintrusivebodiesofgraniticrocksoccurwithinthemetamorphic

belt , asituationunusualtothebelt.ThestratigraphyoftheHidaka

supergroupisnowestablishedintheareaonthegroundoftheaccuｭ

mulationofknowledgeinotherareas.

Thema~or portionofthesheetmapareaisoccupiedbytheHiｭ

dakasupergroupofPre-Cretaceous, whichisincontactwiththeHiｭ

dakametamorphicbeltbyashearzoneinbetween.
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TheHidakasupergroupisseparatedbytheHirooFaultfromthe

formationsofNeogeneTertiary.TheQuaternarydepositsarerepreｭ

sentedbytheriverterracesandfandepositsinthenortheastportion

ofthearea.

Sedimentaryrocks

TheHidakasupergroupisdividedintotheSatsunaigawaformaｭ

tionofthelowerandtheYaoromappugawaformationoftheupper.

TheSatsunaigawaformationisprincipallycomposedofsandstoneand

slatewiththethicknessof3 ,OOOmandmore , whicharedividedinto

thealternationofslateandsandstone. coarsesandstone.alternation

ofsandstoneandslate , andslatemembersrespectivelyfromthelower

totheupper.TheSatsunaigawaformationincludesabundantcalcareous

noduleswhicharesometimesarrangedtobekeybedsandarefurther

metamorphosedwithinthemetamorphicbelt.

TheYaoromappugawaformationiscomposedofsandstoneandmudｭ

dyslateintercalatedwithconglomerate , limestone , chert , diabasictuff

andglassytuff.Thethicknessoftheformationisrevealedtobemore

than3 ,300m inthesouthoftheNupinaiFaultand3 ,000 to3 ,700m

inthenorth.Theformationwhichwasformerlycalledseparatelyas

theHirooMesozoicformation.shouldbenowofthememberofthe

YaoromappugawaformationattheeasternmarginalareaoftheHiｭ

dakasupergroup.

ThetrendoftheHidakasupergroupshowsgenerallythedirection

ofNNWwithsteepinclinationtotheeast , overturnedinparts, and

asetofanticlinoliumandsynclinoliumisobservedasawhole.

However , thestrikeoftheHidakasupergroupsuddenlychangestoNE

whichisanusualdirectioninthenorthernareaoftheeastensideof

themetamorphicbelt.

TheNeogeneformationsdistributedeastoftheHirooFaultis

dividedintotheNupinaigroupandTaikigroupofMiocenefromthe

lowertotheupper.Totalthicknessismorethan3 ,OOOm.TheNupinai

groupisfurtherdividedintothreeformations , viz. , Perupune , Hikata
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.:andNupinaiformationsinascendingorder.However, theformertwo

formationsofthemarenotexposedinthesheetmaparea.Onlythe

upperpartoftheNupinaiformationcomposedmainlyofsiltstoneand

'sandstoneisdevelopedinthearea.

TheTaikigroupiscomposedoftheOdamuraformationofhard

-shale , theToyoni-gawaformationofconglomerateandtheTaikiforｭ

mationofsiltrespectively.ThetrendoftheformationsisinNNEｭ

SSWdirectionandtheyaredippingmonoclinicallytowardseastbut

itchangesthedirectiontoNNW-SSEwithgentlefoldingswhichare

-observedintheeasternpart.

Metamorphicrocks

TheHidakametamorphicbeltoftheareaisconstructedbygranｭ

iticrocks , migmatiticrocks , metamorphicrocksandvariousdikes.

Themigmatitesoccupythecentralcoreofthebelt, aresurroundedby

bandedbiotitegneiss, biotiteschist , schistosebiotitehornfelsandbioｭ

titehornfelstowardthenon-metamorphicHidakasupergroupofthe

eastgradually. Plagioclaseporphyroblastbiotitegneissoccursonthe

westernsideofthebelt. andisseenatthe southwesterncornerof

thesheetmap.

Themigmatitesaredividedintothebiotitemigmatite , cordierite

migmatiteandgraniticmigmatiteofminoramount.Thebiotitemigｭ

matiteandcordierite migmatite constructthespinalridgesofthe

mountainswhichindicatethedeepestlevelofthemetamorphicbelt.

Thebandedgneissisgraduallyconvertedtothemigmatiteintheupper

-streamoftheRiverNozuka , whilethemigma てite includestheblocks

ofthemetamorphicsrevealing"schollen"orraftstructureintheupper

-streamoftheRiverToyoni.

Thegraniticmigmatiteisindicatedbysomeconcordantsmall

intrusivesheetsinthemigmatitebody, althoughtheboundarybetween

thebothrocksissometimesgradualandsotheintrusiverelationis

notclear

Amphibolitewithinthemigmatiterepresentsgenerallyasahar-
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monic~heet-like bっdies withthetrendofthe.migmatitegneissosity

butsomeoftheamphiboliteswithbandedstructurecutthegneissosity

ofthemigmatiteobliquely.Thisphenomenonisparticularllyinterestｭ

ing.Otheramphiboliteblocksofagmatiteareoftenobservedwithin

themigmatite.Diabasicamphibolitedikesarerarelyseen.

Ignecusrocks

Igneousrockswithintheareaaresuchthatofgabbro ,graniteand

dikerocksofaplite , diabaseanddiabasicporphyrite.Thegabbroic

rockswhicharefinetomediumhornblendegabbro , areseenasthe

inclusionsinthegranites.Theoccurrencesuggeststheeventofthe

gabbrointrusionbeforethegraniteemplacement.

Twogranitebodiesareobservedinthearea:theNotsukaand

Nupinaigranites.TheNotsukagraniteoccupieswithinthemetamorｭ

phicbeltconcordantlyanditischaracteristic thatthegranitehave

manyinclusionsofthemetamorphicrockssurroundingthegranite.

Plagioclaseporphyroblastictextureisseenintheeasternpart , while

finegraniteisobservedinthewesternpart.

TheNupinaigranitewhichiselongatedparalleltothetrendof

thebeltandshowsthe"Fallingstar 門 structure ， isemplacedwithinthe

hornfelszoneintheeasternsideofthemetamorphicbelt.

Aplitedikesoccurinthehornfels, schistosehornfelsandbiotite

schistzones, someofwhichshowtheoccurrenceofreplacementsheet

paralleltothefoliationofthecountryrocks.

DiabasedikesintotheHidakasupergroupandhavetheprimary

brownhornblende.Theycouldbeoneofthealkalicdiabases.

Diabasicporphyritedikesintrudethe granites, schistosebiotite

hornfelsandarecomposedofporphyriticplagioclase ,augiteandhorn-

blende.

Quaternarysystem

TheQuaternarydepositsareofsandandgravelbedsonthevarｭ

iousterracesurfacesandtheBiraotoriformation.However.thedefinite

depositionalbedsamongtheterracedeposits , areofthefandeposits
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whicharetheKδchien gravelbedandthe Churui gravelbed;and

theotherbedsareseemedtobetheterracedepositsassociatedwith

theformationoftheerosionalsurfaces.

Fromthedistributionandmorphology , thesuccessiveformation

oftheterracesnotonlywithinthesheetmapareabutalsooverthe

PlainsofTokachi , maybeinferredasfollows.

TheKδchien gravelbedofthehighestdeclinesgentlytoNEand

isthinningtowardnorth.Itissignificantthatthefanmighthave

beenformedbytheupheavalofthe southernpartofthe Hidaka

Mountains.Then , thewhiteclaybedwhichseemesto havebeen

originatedfromvolcanicashjustabovethegravelbed , suggestssome

timeintervalbeforetheformationofthe "Makubetsu"planeofthe

nexthigherterrace.

The' ぅMakubetsu" planerepesentstheriverterracesurfacewhich

issynchronouswiththedepositionoftheMakubetsufan.Thedepoｭ

sitionoftheMakubetsufanchangedthedirectionofallrivers｣lowing

towadsnorthtothetwodivergentdirectionsofnorthandsouth.

TheRiverSatsunaibeganto｣lowto northatthe northernsideof

theMakubetsufan. whiletheRiverRekifunestartedto｣lowsouth

directlyintothePacificOcean.TheformationoftheMakubetsufan

shouldhavebeeninitiatedbytheupheavalofthemiddlepartofthe

HidakaMountains , whichisalsoindicatedbythedistributionofthe

surfaceofcorrespondingriverterracestothe"Makubetsu"plane.

TheupheavalofthemiddlepartoftheMountainseveneffectedto

thedistributionofthelowerriverterraces.

TheKamisarabetsuplaneisdividedintothreeplanesinthemiddle

partofthePlainsofTokachi.TheTakuhokuplaneinthesouthern

partiscorrespondingtotheKamisarabetsuplaneIII.

TheKamisatsunaiIplane , IIaplane andlIbplaneinthelower

partofthePlainsofTokachicorrespondtothe Chflrui , Odaand

Ishizakaplanesrespectively. TheKamisatsunaiIandlIbplanesare

morelikelytobethefandepositswhichmighthavebeenassociated
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withtheupheavalofthenorthernpartoftheHidakaMountains.

However , theChiiruiplaneofthesouthernpartofthePlainsof

Tokachiisrevealedtobethefloodsurfaceresultedfromthechange

offlowdirectionsoftheRiverRekifune.Thedirectionofdistribution

oftheOdaplane(NE-SW)isobliquetothatoftheIshizakaplane

(E-W)andtheflowpatternofthepresentriversexpressesasharp

bent.Thesebehavioursoftheriversystemcouldhavebeenresulted

fromtheformationofthesubsequentstreamowingtothedifferential

upheavalofthemiddleandnorthernpartoftheHidakaMountains.

TheHidakaMountainsaretopographicallydividedintothree

parts;thesouthernpartoftheRakko-daketotheToyoniｷdake;the

middlepartoftheRubetsune-yamatotheKoikakushusatsunai-dake;

andthenorthernpartoftheEsaoman-tottabetsudaketoTottabetsu ・

dake.ThevariousterracesurfacesinthePlainsofTokachiseemto

havebeenformedbythedifferentialupheavaloftheMountains,

particularlybythesuccesiveupheavalfromthesouthernpart , then

middlepartandtothenorthernpartoftheMountains.

TheBiraotoriformationcomposedoffinegravel , silt , clayand

peatwasformedbeforretheformationoftheChliruiplaneandafter

theformationoftheTakuhokuplane.Itiscorrelatedbytephrochroｭ

nologytothelate Pleistoceneanditssedimentaryfaciessuggests

thattheswampwasformedbythetransgressionandthenitwas

convertedtopeatbedbythecoldclimateandalsorepresentingthe

cessationoftheupheavaloftheMountains.
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